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はじめに 

 Moodleについて 

Moodle とは、オンライン学習管理システム（Learning Management System＝LMS）の一種です。各種言語に対応したオー

プンソースソフトウェアということもあって、世界で最も利用されているシステムです。Moodle の機能は非常に多く、また世界中

のユーザによって日々進化しています。ここでは、Moodle を使いはじめる一歩のための、厳選した内容をご紹介します。この

内容をベースに、様々なことにチャレンジしてみてください。 

 Moodleで出来ること 

Moodleでは、講義に関する内容をオンライン化して一元管理することができます。 

 ビデオ、PDF、Word、 Excelなどを簡単にアップロードし、共有できます。 

 小テストや課題を設けて、学生を評価できます。 

 フォーラムなどのインタラクティブなコンテンツを簡単に作成することが出来ます。 

 成績管理ができます。 

 Moodleの画面構成 

ログインするとダッシュボード（マイページ）またはサイトホームが表示されます。 

ダッシュボード サイトホーム 

  

ダッシュボードはマイページの役割です。自分が登録され

ているコースに関連する情報が表示されます。 

サイトホームは Moodleのトップページです。 

全体のお知らせなどが表示されます。 

 ロールについて 

Moodleでは、コースに応じた「ロール（役割）」がアカウント毎に付与され、与えられたロールに応じて、Moodle内で出来ること

やコースの見え方が異なります。ロールの種類はたくさんありますが、教師の立場の方におさえて頂きたいロールは、「教師」

ロールと「学生」ロールの 2つです。 

［教師/editingteacher］ 

コース内の編集（コンテンツ作成・編集）、学生の評価、交流などが出来ます。「教師」ロールが付与されていないコースに関し

ては、関与することが出来ません。 

［学生/student］ 

コース内の閲覧、小テストの受験や課題の提出、フォーラムへの投稿などが出来ます。  
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1. コース作成と編集の基本 

 コース作成手順 

ここでは一般的なコース作成手順についてご紹介します。 

1. Moodle管理者から作成用のコースを受領する。 

2. 用意されたコースの基本設定を確認（変更）する。 

3. コース設計に基づいてアクティビティを追加する。 

4. コース全体のバランスを整える。 

5. コース完了を設定する。（任意） 

6. Moodle管理者にコースを引き渡す。 

 コースページの構成 

受領した空のコースの画面構成についてご紹介します。 

1. 受領直後のコースの一例です。コースのトップページを「コースメインページ」と呼びます。 

コースメインページは、「サイドメニュー」と「コンテンツエリア」に分けられます。 

 

サイドメニュー 

コースに入ると、サイドメニューの見た目が少し変わります。上段には、現在アクセスしているコースに関するメニューが表示さ

れ、下段には、コースに入る前に表示されていたメニューが表示されます。 

コンテンツエリア 

コンテンツエリアには、あらかじめ「セクション」が用意されています。コース内の上下のバーで区切られた領域がセクションの

単位です。デフォルトではセクション名は「トピック○」と表示されますが、自由に変更可能です。アクティビティは、「コンテンツエ

リア」に配置します。 

  

サイドメニュー コンテンツエリア 

コース作成は Moodle 管理者と

の連携が必要になるため、作業

ルール等を管理者が細かく定め

ている場合が多いです。 
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 編集の基本 

コースを編集するときは、［編集モード］に切り替えます。 

1. コースの右上にある［アクションメニュー］から、［編集モードの開始］をクリックします。 

 

2. 編集モードではそれぞれのコンテンツの前に十字、タイトル名の後に鉛筆マーク、右端に［編集］が表示されます。表示さ

れない場合は、編集モードになっていません。 

 

Point 

 十字マーク 

ドラッグすると、アクティビティの順番を移動できます。 

 鉛筆マーク 

クリックすると、名称を変更できます。入力後、Enterキーで確定します。 

 編集メニュー（設定を編集する） 

アクティビティの「編集」から「設定を編集する」をクリックすると、アクティビティに対する編集メニューが表示されます。 

 編集メニュー（非表示） 

アクティビティを学生から見えないようにするには、「編集」から「非表示」をクリックします。作成中や一時的に使わない

アクティビティを隠すときや、教師同士のみが見られるフォーラムなどにも利用できます。 

 ロールの切り替え 

教師は、ロールを「学生」に切り替えることにより、作成したコンテンツを学生視点で確認することができます。 
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 コースの基本設定 

コースの基本設定は、通常、管理者が行っていますので、設定を変更する必要はありません。ここでは、受領したコースの

基本設定の確認方法についてご紹介します。 

1. コースの右上にある［アクションメニュー］から、［設定を編集する］をクリックして設定画面を表示します。 

 

2. コースページに表示される［長いコース名］と［コース省略名］を確認します。長いコース名はここで変更可能です。 

※ 短いコース名は他のコース名と重複できないため、変更が必要な場合は管理者に伝えて下さい。 

 

3. ［保存して表示する］をクリックします。 

Hint：その他の設定項目 

 コース概要 

コースの説明を入力することができます。 

 コース概要ファイル 

コースを表す画像をドラッグ＆ドロップで入れることができます。 

 ファイルおよびアップロード 

学生がファイルをアップロードするときの上限サイズを設定することができます。 

 完了トラッキング 

コース内で［完了］機能を利用するときに有効にします。（既定で有効） 

Point 

○！マークは入力必須項目です。 

○？マークをクリックするとポップヒントが表示されます。分からないことが出てきた際は積極的に活用してみましょう。 
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2. コースを編集する 

ここからは［編集モード］に切り替えて操作をします。 

 セクション（トピック）を編集する 

各セクションに名前や説明を入力するとコースの見栄えが整います。セクション名はサイドメニューに表示されます。 

1. セクション名の右側にある［編集］から［トピックを編集する］をクリックします。 

（セクションタイトルのみの変更は、セクション名の横の鉛筆マークからも可能です。） 

 

2. ［カスタム］にチェックを入れ、セクション名（セクションタイトル）、概要を入力します。 

 

3. ［変更を保存する］をクリックします。 

Point：一般セクションについて 

コース受領直後はこのようにフォーラムが設置されているセクションがあります。ここは［一般セクション/セクション 0］と呼ばれ

る領域です。Moodleのヘッダーのような位置付けのため、コースの概要や説明・挨拶等を入力することをおすすめします。 
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Hint：その他の設定項目 

 セクションの削除： 

セクション名の右側にある［編集］から［トピックを削除する］をクリックしてセクションを削除できます。 

 

 セクションの追加： 

コースページの最下部右側にある［トピックの追加］をクリックします。 

 

 セクションの順序の変更： 

セクション名の左側にある矢印十字型のアイコンをドラッグして移動します。 

 

 セクションの表示・非表示： 

セクション名の右側にある［編集］から［トピックを隠す］をクリックし、セクションを学生に対して非表示にできます。 
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3. 活動とリソース（アクティビティ）について 

課題や小テストなどの教材を「アクティビティ」といいます。Moodleではこれらアクティビティを、「活動とリソース」に分けて管理

しています。アクティビティごとにアイコンが決まっており、視覚的にも内容が想像しやすい工夫がされています。 

代表的な活動 

活動とは、主に評定が伴うアクティビティです。小テストなどが挙げられます。 

 

小テスト 学生に小テストを受験させます。 

 

課題 学生に課題を提示し、提出させます。 

 

フォーラム 
掲示板機能です。 

お知らせの他に議論の場としても活用できます。 

 

データベース 
様々なデータをコース内で共有することができます。 

学生からも書き込みが可能です。 

 

投票 簡単なアンケートを取ることができます。 

代表的なリソース 

リソースは、評定が伴わないアクティビティです。ファイルなどが挙げられます。 

 

PDF ファイル PDF ファイルの配布・閲覧。 

 

ビデオ ビデオファイルの閲覧。 

 

URL クリックすると該当 URLへリンクします 

 

ページ 
1枚の HTMLページを作成することができます。 

長文を掲載したい場合や、テキストと画像を組み合わせたいときにお薦めです。 
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4. 活動完了と利用制限 

 活動完了 

「活動完了」とは、学生がどの活動またはリソースを完了したかが一目でわかるチェックボックスです。活動が完了するとチェッ

クが付くため、学生は進捗管理が容易になります。 

活動完了には、学生が自分自身でチェックを入れられる設定と、コース設計者が定めた「完了条件」を満たすことでチェックが

入る設定の 2通りあります。完了条件の設定方法は、活動またはリソースによって異なります。 

例：リソース（スライド、動画、YouTube）の場合 

完了トラッキングを［条件を満たした場合、活動完了を表示する］にし、［閲覧を必要とする］にチェックを入れます。 

課題のスライドや動画を受講生が見ると、完了マークがつきます。（※最後まで閲覧したかまでは判断できません。） 

 

例：活動（小テスト、課題）の場合 

合格点や教師による評定を必要とするなど、完了条件を細かく指定できます。 

［合格点を必要とする］にチェックを入れる場合は、別途合格点を設定する必要があります。 

 

例：活動完了を設定したくない場合 
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 利用制限 

アクティビティには、利用制限を設定することができます。例えばコンテンツを閲覧した学生にのみ小テストを表示したり、期日

が来ないと小テストを受けられないようにしたりすることができます。 

1. アクティビティ内の［利用制限］の横の▼をクリックし、［制限を追加する］をクリックします。 

 

2. 追加する要素を設定します。［活動完了］では、他のアクティビティの活動完了を利用制限の条件にできます。 

（※依存する活動に活動完了の設定が必要です）。 

 

下の例では［動画サンプル］が閲覧されたら制限をかけたアクティビティが利用できるようになります。 

 

学生には下のように表示されます。 
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5. アクティビティを追加する 

 アクティビティの追加方法（共通） 

1. 各セクションの右下の［活動またはリソースを追加する］をクリックします。 

 

2. セクションに追加したい活動またはリソースを選択して追加します。スクロールするとリソースも出てきます。 

選択すると右側に対応する説明文が表示されますので、作業時に困った場合は、参考にしてみましょう。 
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 アクティビティを追加する（ファイル） 

PDF ファイル 

PDF ファイルは直接コースページ内にドラッグして追加することができます。 

 

▶ 

 

動画ファイル 

動画ファイルは直接コースページ内にドラッグし、［ファイルリソースを作成する］を選択し追加することが出来ます。 

 

▶ 

 

Hint：その他の設定項目 

活動完了や利用制限を設定したい場合は、［活動またはリソース］から［ファイル］を選択して追加します。 
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 アクティビティを追加する（小テスト） 

小テストの基礎知識 

Moodleでは「〇/×問題」や「選択問題」など、様々な出題形式の問題を作成することができます。 

ここでは、Moodleにおける小テストの基礎知識と作成手順についてご紹介します。 

Moodleの小テスト機能 

Moodleの小テスト機能は、「枠組み」と「問題」という別々の概念で構成されています。講師は、「枠組み」と「問題」を作成し、

これらを組み合わせることによって、受講生が受験可能な「小テスト」が完成します。小テストの作成では、自分が今、何の作

業をしているのか、見失いやすいので、十分に気を付けて作業をして下さい。 

小テスト作成手順 

1. 小テストの枠組みを作成します。 

2. 問題を作成します。一度作成した問題は、「問題バンク」という機能で管理が可能です。 

3. 作成した枠組みに問題を設定します。 

小テストの設定 

ここでは、小テストの「枠組み」の作成についてご紹介します。 

小テストの設定では［合格点を設けるか］［受験条件を設けるか］［完了条件を設けるか］など、テストの構成に関わる項目を

編集できます。出題される問題の内容や解答を決める設定とは異なるのでご注意ください。 

1. 小テストを追加します。［活動またはリソースを追加する］から［小テスト］を選択し、［追加］をクリックします。 

2. 名称を入力します（コースページに表示されます）。 

3. 説明を入力します（受験開始の画面に表示されます）。空欄でも構いません。 

 

4. ［評点］をクリックします。 

テストに合格基準を設けたい場合は、合格基準を入力します。（例：合格基準が 100点満点で 80点の場合、80 と入力） 
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5. ［活動完了］をクリックします。 

［評点］で設定した合格点を満たした場合に活動完了としたい場合は、［合格点を必要とする］にチェックを入れます。 

 

6. ［保存して表示する］をクリックします。 

Hint：その他の設定項目 

 タイミング 

小テストに公開期間を設けたい場合に便利です。また、制限時間を設定することもできます。 

 評点 

受験回数の制限を設定することができます。 

 レイアウト 

問題を複数ページに分けることができます。問題数が多い場合などに便利です。 

 問題の挙動 

受験のたびに設問の選択肢をシャッフルさせることができます。（問題登録時にシャッフルを有効にする必要あり。） 

 レビューオプション 

テストの各段階で、学生に見せる情報を設定することができます。 

 全体フィードバック 

テスト終了時に表示するメッセージを、得点率別に設定することができます。 

問題の種類 

Moodle では、様々な形式の問題を作成することが出来ます。また、一部を除き、自動採点に対応しているため、受講者は

受験後すぐに結果を確認することが出来ます。 

問題の種類（一部） 問題の説明 

多肢選択問題 複数の選択肢から解答を選ぶ問題。複数解答可 

○×問題 ○×で解答する問題。 

記述問題 記述で解答する問題。 

 

  

✔ 
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多肢選択問題（単一解答）を作成する 

1. ［小テストを編集する］をクリックします。 

 

2. ［追加］をクリックし、［新しい問題］をクリックします。 

 

3. ［追加する問題タイプを選択する］から［多肢選択問題］をクリックし、［追加］をクリックします。 

選択すると右側に対応する説明文が表示されますので、作業時に困った場合は、参考にしてみましょう。 
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4. 問題識別のための「問題名」を入力します。問題名は受講生には表示されない管理 IDです。問題内容が一目でわかる

ような名前にすることをおすすめします。 

5. 「問題テキスト」には問題文を入力します。画像を挿入することもできます。 

6. 「全般に対するフィードバック」は正解、不正解を問わずに表示される解説です。空欄でもかまいません。 

 

7. ［単一解答のみ］を選択します。受験のたびに選択肢の順番を入れ替えたい場合は、「選択肢をシャッフルしますか？」に

チェックを入れます。また、選択肢の前に番号をつけることも可能です。 

 

8. 選択肢を入力します。正解の場合は、評点を［100%］、不正解の場合は［なし］にします。選択肢ごとの解説を表示したい

場合は、各選択肢の下にあるフィードバック欄に入力します。 

 

9. ［変更を保存する］をクリックします。問題が作成されたと同時に、先ほど設定した小テスト（枠組み）に問題が追加されま

す。また、作成した問題は、「問題バンク」に自動的に保管されます。（問題バンクについては、次に説明致します。） 
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問題バンクについて 

作成した問題は通常、コース内の「問題バンク」に自動的に蓄積されます。そのため、一度登録した問題は、コース内の複

数の小テストに活用することができます。 

問題バンクと小テストの関係 

 

→ 

 

問題バンク 

作成した問題は、コース内の問題バンクに格

納される 

 
小テスト 

問題バンクから問題を呼び出してテストを作成 

Point 

通常、問題バンクは作成したコース内に自動的に配置されます。この場合、同じコース内での問題の活用は可能ですが、他コ

ースでは問題が使えません。他コースでも同じ問題を活用したい場合、問題の登録時にカテゴリの指定が必要となりますが、

権限の問題が生じるため、密な取り決めが必要となります。詳細については、Moodle管理者にご相談下さい。 

小テストに問題を追加する 

問題バンクに登録されている問題を小テストに追加します。学生が一度でも受験すると問題の追加と削除は出来ません。 

1. 小テストの編集画面を開き、右側にある［追加］をクリックし、［問題バンクから］をクリックします。 

 

2. ［問題バンクから末尾に追加する］が表示されたら追加したい問題をチェックし、［選択した問題を小テストに追加する］を

クリックします。 
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問題の編集 

1. 小テストを実施し、問題を表示します。 

2. ［問題を編集する］をクリックします。 

 

3. 問題作成時と同様の編集画面が表示されるので、問題テキストや選択肢を修正します。 

4. ［変更を保存する］で保存します。 

小テスト結果の確認 

1. テストの右上にある［設定］をクリックし、［評定］をクリックします。 

 

2. 学生の受験結果を確認することができます。CSVダウンロードにも対応しています。 
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 アクティビティを追加する（課題） 

課題を追加する 

1. ［活動またはリソースを追加する］から［課題］を選択し、［追加］をクリックします。 

2. ［課題名］を入力します。 

3. ［説明］を入力します（課題ページに表示されます）※空欄でも構いません。 

4. 課題に必要なデータをダウンロードさせたい場合には、ファイルに課題ファイルをドラッグ＆ドロップします。 

 

5. 提出タイプを選択します。「オンラインテキスト」は、課題内容をブラウザで入力して提出する形式、「ファイル提出」は

Wordや Excelで提出する形式です。 

6. 課題に合格点を設けたい場合は、［評点］の［合格点］を入力します。 

7. この課題に完了マークを付けられる条件を設定できます。活動完了の左の▼をクリックします。 

完了トラッキングを［条件を満たした場合、活動完了を表示する］にし、［評定を必要とする］にチェックを入れます。 

 

8. ［保存してコースに戻る］をクリックします。 

Hint：その他の設定項目 

 フィードバックタイプ 

課題に対してコメントやファイルを返すことができます。 

 提出制限 

学生に対して提出制限をかけることができます。再提出を抑制したい際に便利です。 

 グループ提出設定 

グループで課題を提出させることが可能です。 

※グループ提出を利用するためには、予めコースにグループが設定されている必要があります。 

 通知 

課題が提出されたら、教師に対して通知メールを送信することができます。  

✔ 
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課題を評定する 

課題は自動採点ではありません。教師が評点を入力する必要があります。 

1. ［課題］を表示し、［すべての提出を表示する］をクリックします。 

 

2. 提出状況が一覧で表示されるので、採点したいユーザの［評点］をクリックします 

（提出データの一括ダウンロードも可能です。） 

 

3. 評点入力画面の一例です。課題の設定に応じた評定を行うことができます。この画面からも提出データの個別ダウンロー

ドが可能です。［保存して次を表示する］をクリックすると、次の提出者の課題が表示されます。 
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 アクティビティを追加する（フォーラム） 

ここでは、コミュニケーション機能の一つである「フォーラム」の設置についてご紹介します。 

フォーラムとは、教員および受講生同士の連絡や意見交換の場としてよく使われます。 

フォーラムの設定を工夫することによって、質問掲示板や学生同士のディスカッションの場としても利用できます。 

また、教師は学生の投稿に対し点数をつけることもでき、評定に含めることも可能です。 

フォーラム画面（トップ） フォーラム返信例 

  

フォーラムを追加する 

1. ［活動またはリソースを追加する］から［フォーラム］を選択し、［追加］をクリックします。 

2. フォーラム名と説明を入力します。フォーラムタイプは、「一般利用のための標準フォーラム」を選びます。 

3. ［保存して表示する］をクリックします。 

Hint：その他の設定項目 

 購読および未読管理 

購読は、フォーラム参加者に投稿内容のメールを送るかどうかを設定できます。 

任意購読： 参加者がメールを送信するかどうかを選べます。 

強制購読： すべての参加者にメールが送られます。 

自動登録： 最初は全員が送信設定されますが、いつでも送信を解除できます。 

購読停止： メールは送信されません。 

未読管理は、新しい投稿に色を付けることができます。これにより、すべてのユーザは自分が閲覧していない投稿を簡

単に確認することができます。 

 評点 

投稿内容を評価することができます。グループディスカッションなどに活用できます。 

Point 

フォーラムにはいくつかタイプがあり、使い分けることによって、様々なシチュエーションに対応することが可能です。 

 1つのトピックに対して受講生全員の投稿を集めたい場合は、「トピック 1件のシンプルなディスカッション」 

 レポートの相互レビュー等の目的のため、受講生ごとに個別のトピックを作成したい場合は、「各人が 1 件のディスカッ

ションを投稿する」 

また、コース受領直後にデフォルトで設置されているフォーラム（アナウンスメント）は特殊な設定のフォーラムです。学生は書

き込みをすることが出来ません。（閲覧のみ）主に先生からのお知らせに利用されます。  
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 アクティビティを追加する（投票・アンケート） 

「投票」とは、シンプルなアンケートを実施する機能です。結果を集計することもできます。 

投票画面 投票結果集計 

  

投票を追加する 

1. ［活動またはリソースを追加する］から［投票］を選択し、［追加］をクリックします。 

2. 投票名、説明を入力します。オプション表示モードでは、選択肢の表示形式を選ぶことができます。 

3. オプション 1から、選択肢を順番に入力していきます。 

 

4. ［保存してコースに戻る］をクリックします。 

Hint：その他の設定項目 

 利用：投票開始期間を定めることができます。 

 結果：結果を学生に公表することができます。公表する際に匿名にするかなどを細かく設定することができます。 

投票結果を確認する 

1. ［〇件の投票結果を表示する］をクリックします。集計結果はダウンロードすることができます。 

 



 

 

24 

6. 運用に向けて 

コースの作成が終わったら、運用体制を整えましょう。ここでは、進捗管理に便利な「コース完了」機能と、受講生にコースを

開示するための、「ユーザ登録」についてご紹介します。 

 コース完了 

「コース完了」を設定することで、受講生の学習進捗状況を確認することができます。 

この機能を使うためには、予め各アクティビティに「活動完了」が設定されている必要があります。 

コース完了を設定する 

1. コース右上の［アクションメニュー］から［コース完了］をクリックします。 

 

2. 完了要件を選択し、［▼コンディション：活動完了］にコース完了の条件にしたい活動にチェックを入れ、「変更を保存する」

をクリックします。チェックを入れた活動がすべて完了となったら、コースの進捗率が 100％になります。 

 

3. ［変更を保存する］をクリックします。 

Point 

「コース完了」設定は、コース内コンテンツをすべて作成した後に設定しましょう。コース完了設定後に、コンテンツの追加・削除

を行なった場合は、再度「コース完了」の設定が必要となります。自動的に反映・更新はされませんので、注意しましょう。 

なお、システムの都合上、コース完了がレポート等に反映されるまでに若干のタイムラグが生じます。 
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 ユーザの確認 

Moodle サイトに登録されているユーザがコースを利用するには、それぞれのコースにユーザのアカウントが登録されてい

る必要があります。ここでは、教員が受講生の登録状況の確認する方法をご紹介致します。 

コースに登録されているユーザを確認する 

1. コース右上の［アクションメニュー］をクリックし、［さらに…］をクリックします。 

 

2. タブから［ユーザ］をクリックし、［登録済みユーザ］をクリックします。 

 

3. 登録済ユーザを一覧で見たり、登録中のユーザを条件に応じて検索することができます。 
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 グループ機能 

「グループ」とは、コース内の登録者をグループ分けすることができる機能です。お互いのグループの活動状況を見ることが

できる［可視グループ］と、お互いのグループの存在を確認できない［分離グループ］があります。 

グループを作成する 

1. コース右上の「アクションメニュー」からユーザ管理メニューに入り、［ユーザ］タブから［グループ］をクリックします。 

2. ［グループを作成する］をクリックします。 

3. ［グループ名］を入力し、［変更を保存する］をクリックします。 

4. 作成したグループにユーザを追加する際は、グループ名を選択し、［ユーザを追加/削除する］をクリックします。 

5. コースに登録されているアカウントが表示されるので、追加したいアカウントをクリックして選択し、［追加］をクリックします。 

アクティビティへの設定 

作成したグループは、各アクティビティの「モジュール共通設定」から設定をすることができます。 

 

Hint：グループモード 

 グループなし 

グループがない状態です。アカウント全体で 1つの大きなグループを構成しているイメージです。 

 分離グループ 

自分の入っていないグループの活動は非表示になっているため、閲覧・投稿をすることができません。 

 可視グループ 

自分が属するグループの投稿・閲覧ができます。さらに、他グループの閲覧ができます（投稿はできません。） 

Point 

「グループ」機能は、コースの中で設定できる機能です。そのため、複数のコースでグループ機能を使いたい場合は、コースご

とに設定が必要となります。グループの設定を行いたい場合は、事前に Moodle管理者にご相談頂くことをおすすめします。 
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7. 評定者レポート 

課題の提出、小テストの点数、など、評定を伴うアクティビティで付与された点数を元に成績評価を行いたい時に便利な機

能です。各アクティビティで付与された点数を集計して合計点を算出したり、成績表としてエクスポートすることができます。 

1. ［評定］をクリックします。 

 

2. ［評定者レポート］が表示されます。 

 

3. 評定者レポートはエクセル形式などでダウンロードできます。［エクスポート］をクリックし、［Excel スプレッドシート］をクリッ

クし、［ダウンロード］をクリックします。 
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8. レポート 

Moodle には様々なフォーマットのレポートが用意されています。このレポート機能を活用すると、ログや学生のコース進捗

状況等を確認することができます。 

レポート確認手順 

1. コース右上の「アクションメニュー」からコース管理メニューに入ります。 

2. ［レポート］から各種レポートを確認することができます。なお、コース設定に応じて、確認できるレポートの種類が異なりま

す。また、レポートの多くは CSVダウンロードに対応しています。 

Hint：レポートの種類（一例） 

 活動完了 

アクティビティの完了状況を確認することができます。コース設定で完了トラッキングを Yesにしている場合、有効になり

ます。 

 コース完了 

アクティビティの完了状況及びコース完了状況を確認することができます。コース自体に［コース完了］の設定がされて

いない場合は、確認することができません。 

 ログ 

コース、ユーザ、日、活動などを指定してフィルターをかけてユーザのログを表示することができます。各フィルターに対

して 1つの値を選択できます。 

 ライブログ 

通常設定の場合、過去 1時間のユーザの行動を見ることができます。 
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